
』
・
一
゛
』
φ
・

医
療
で
国
際
貢
献
更
に

県
な
ど
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
団
体
参
加
・
報
告

　
医
療
を
中
心
と
し
た
国
際
貢

献
活
動
を
活
発
化
さ
せ
よ
う

と
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
本
部

・
岡
山
市
）
と
県
が
1
4
日
。

「
国
際
医
療
貢
献
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
岡
山
市
北
区
の
ホ
テ
ル

で
開
い
た
。
自
治
体
や
大
学
、

病
院
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
自
ら
の

取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

　
県
は
２
０
０
４
年
に
「
国
際

貢
献
活
動
の
推
進
に
関
す
る

大
学
や
団
体
が
ア
ジ
ア
で

の
医
療
貢
献
活
動
な
ど
を

報
告
し
た
＝
岡
山
市
北
区

。
の
知
識
や
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
の
見

方
、
診
断
方
法
な
ど
を
現
地
の

医
師
に
伝
え
て
い
る
。
今
後
、

検
診
車
１
台
を
贈
呈
す
る
予
定

で
、
清
水
院
長
は
「
少
し
で
も

ア
ス
ベ
ス
ト
の
関
心
を
高
め
、

現
地
で
の
活
動
を
発
展
さ
せ
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
岡
山
犬
病
院
の

佐
野
俊
二
教
授
（
心
臓
血
管
外

科
）
が
、
心
臓
病
の
子
ど
も
だ

ち
の
命
を
救
う
た
ぬ
に
ベ
ト
ナ

ム
で
実
施
し
て
い
る
医
療
技
術

支
援
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
。

　
「
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
の

子
ど
も
た
ち
を
救
い
た
い
」
と

訴
え
た
。

　
ア
ム
ダ
の
菅
波
茂
代
表
も
、

日
本
の
先
端
医
療
技
術
を
世
界

に
伝
え
、
途
上
国
の
人
材
育
成

に
重
点
を
置
く
考
え
を
示
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
吉
村
治
彦
）

条
例
」
を
施
行
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

国
際
貢
献
に
取
り
組
む
団
体
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
く
の
は
県
内
で
初
め
て
。

交
流
の
輪
を
広
げ
、
国
際
貢
献

の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
の
が
狙

い
だ
。

　
総
社
市
や
新
庄
村
、
岡
山

大
、
川
崎
医
療
福
祉
大
、
岡
山

労
災
病
院
、
社
会
福
祉
法
人
旭

川
荘
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
医
療
人
育
成
支
援
協
会
な

ど
約
2
0
団
体
の
代
表
者
ら
が
参

加
し
た
。

岡
山
労
災
病
肺

（
岡
山
市
南
・

区
）
の
清
水
信
義
院
長
は
、
同

病
院
が
モ
ン
ゴ
ル
で
実
施
し
て

い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
疾

患
の
研
修
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
同
国
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が

一
般
家
庭
で
も
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
危
険
性
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
健
康
被

害
の
急
増
が
懸
念
さ
れ
る
と
い

う
。

　
同
病
院
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

被
害
に
よ
り
発
生
す
る
中
皮
腫

一 一 一 一 一 一
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